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差　引　額支　出　額収　入　額会　　　　　計

２０億８，３６１万円１，１４５億　４２７万円１，１６５億８，７８８万円一 般 会 計

５億９，８５３万円３０９億８，６４６万円３１５億８，４９９万円国 民 健 康 保 険 事 業 会 計
　

特

別

会

計　

３億８，２６３万円１２２億３，２２８万円１２６億１，４９１万円下 水 道 事 業 会 計

２１９万円１９億９，１８８万円１９億９，４０７万円忠生土地区画整理事業会計

２，２０８万円２億１，９３９万円２億４，１４７万円駐 車 場 事 業 会 計

１万円２４２億２，０６９万円２４２億２，０７０万円老 人 保 健 医 療 事 業 会 計

８７万円１２億９，９６９万円１３億　 ５６万円鶴川駅北土地区画整理事業会計

１億４，７１７万円１６１億３，７５０万円１６２億８，４６７万円介 護 保 険 事 業 会 計

０万円４３億６，２９６万円４３億６，２９６万円受 託 水 道 事 業 会 計

１１億５，３４８万円９１４億５，０８５万円９２６億　４３３万円小　　　　　　計

３２億３，７０９万円２，０５９億５，５１２万円２，０９１億９，２２１万円合　　　　　　　　計

（万円未満四捨五入）

平成１６年度の各会計ごとの収入額、支出額、差引額は下表のとおりです。

各目的別に市民一人当たりの還元額を示すと次のとおりです。

］人口：４０６，０９２人
２００５年４月１日現在［●市民一人当たりの市税負担額　　　１５万３，５１９円

●市民一人当たりの還元額　　　　　２８万１，９６６円

市民一人当たりの市税負担額・還元額
　市民の皆さんが納めた税金は、ごみ処理・道路・下水道・公園等の都市基盤整備、児童・高齢者福祉施設や教育文化施設
の整備、防災まちづくり等と様々な事業に使われています。平成１６年度における市税収入額を人口で割ると市民一人当たり
の市税負担額が、一般会計歳出額を人口で割ると市民一人当たりの還元額が算出されます。 

市債の状況
　市債とは、都市計画道路・公園・下水道・学校など大規模な
公共施設建設の財源として市が借り入れるお金で、その返済が
長期にわたるものをいいます。 
　こうした施設は長期にわたり利用することができますから、
建設時の市民だけではなく将来の市民にもその経費を負担して
もらうことが、公平でもあるわけです。市債には、このように
積極的な意義を持つ面がありますが、借金であることに変わり
はなく、その運用には十分注意しなければなりません。

将来負担利子見込額元　金　残　高会　　　　計

 ９７億６，９９０万円 ７１５億７，９８９万円一 般 会 計

１７１億１，９９４万円 ５１６億　３８２万円下水道事業会計

 ２６億７，２０６万円　９１億６，４０４万円病 院 事 業 会 計

２９５億６，１９０万円１，３２３億４，７７５万円合　 計

（万円未満四捨五入）

一般会計・特別会計の状況

企業会計【病院事業会計】
　平成１６年度の市民病院の利用状況は、入院患者数が対前年度
比３．２％減、外来患者数が対前年度比２．２％減で、料金収入では
６．２％前年を下回りました。 
　費用では前年度比０．３％減で、決算の結果は１億２，７１２万円の
純損失となり、当年度未処分利益剰余金は１０億１，７８７万円とな
りました。

市有財産の状況

利用状況と料金収益 （税抜き）

料 金 収 益患　者　数

５１億　９６６万円１２６，１４５人入 院

３２億７，３９０万円３１３，２１０人外 来

収入・支出の状況 （税込み）

資本的収支収益的収支

３億５，６３９万円１０５億６，３９９万円収 入 額

１１億９，２７５万円１０６億８，４５３万円支 出 額

（万円未満四捨五入）

現　在　高区　　　分

４６０万２，９７１．５６㎡土 地

９７万４，１２０．８２㎡建 物

１，１２２．５１㎡物 権

１，４９６台備 品
（取得価格１００万円以上）

２０２億９，３６４万円積 立 金

７，６６０万円有 価 証 券

３４億９，６１８万円出 資 金

７，３９５万円貸 付 金

２９件無 体 財 産 権
（商標権・実用新案権）

議　会　費
１，５０２円

総　務　費
３６，１７９円

民　生　費
９４，２９２円

衛　生　費
３０，８３１円

労　働　費
１４５円

農　林　費
５１２円

商　工　費
１，１８２円

土　木　費
３５，４７１円

消　防　費
１１，１０９円

教　育　費
３６，４８４円

公　債　費
３４，２５９円

４月に開校した小山ヶ丘小学校


